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９月２８日京都総評青年部

は、１１月１９日の円山青年一

揆に向けて、『炎の出陣式（学

習＆交流会）』を開催しました。

学習会には、資料がなくなるほ

どの参加者で、部屋はいっぱい

になりました。 

京都総評青年部は、青年一揆に

向けて、『炎の出陣式（学習＆交流

会）』を開催しました。 

 前半の学習会では、全労働の

桐さんに｢実効ある雇用対策と労

働権保障｣と題してお話しいただ

きました。格差社会の背景として、

派遣や請負労働者の増加があるこ

とを指摘。しかし、政府や経済界

は不安定雇用労働者(フリーター

等)の増加の原因を青年の意欲や学

校教育の問題とする傾向が強く、

国(厚生労働省)の雇用施策として、

｢若年者トライアル雇用｣や｢ニー

ト自立支援塾｣(若年者を一定期間

雇った企業・団体に対して補助金

を支給)があるが、期間を過ぎれば

ば解雇できるなど根本的な対策に

はならないこと、労働者の権利と

して｢グローバルコンパクト｣(国

連)や｢ディーセントワーク｣(ＩＬ

Ｏ)のように｢人間らしい働き方｣を

考えていくことの大切さを話され

ました。 

 後半の交流会は、“腹が減っては

戦は出来ぬ”ということで、ラボ

ール京都の向かいの“さらんばん”

という韓国料理屋さんで辛～い料

理を食べながら、仕事の悩みや働

き甲斐をゲームを通して交流しあ

いました。保育士をしているＹさ

んは、「今職場では、団塊の世代と

若手に開きがあり（中堅がいな

い。）団塊の世代の先輩がいっせい

に退職されたら、とても不安で

す。」と将来の不安を話せば、「長

時間働いても別に仕方がない。

え？ヨーロッパは、労働時間が短

い？僕は日本人やから、長時間働

いてもしゃあない。」と友達と話し

たときの経験を語ってくれた大学

生Ｉくん・・・などなど、話せど

話せど話題は尽きず、話すことに

よって日ごろのストレスを発散し

た参加者。 

１１月１９日むけて 

気合いが入った？？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 「ところで、青年一揆って何すんの？」という疑

問をもっている方も多いのでは？ 
 ここでは、当日までのスケジュールと現時点で決

まっている企画などをお知らせします。 

◆ 青年一揆にむけての今後のとりくみ 

    (宣伝行動・プレ企画・実行委員会など)

10 月 5 日(木)街頭宣伝 19：00  

           三条京阪(総評青年部) 

10 月 6 日(金)実行委員会  

10 月 7 日(土)左京・青年一揆プレ企画 

10 月１5 日(日)各地いっせい宣伝 

10 月 17 日(火)街頭宣伝 19：000  

           三条京阪(総評青年部) 

10 月 19 日(木)実行委員会  

10 月 28 日(土)プレ企画第１弾 

        19：00 ハートピア大会議室

   格差社会、ワーキングプアを問う 

青年のシンポジウム＆講演 

10 月 29 日(日)亀岡・青年一揆プレ企画 

11 月 3 日(金・祝)憲法集会会場にて宣伝  

       円山音楽堂(総評青年部) 

11 月 4 日(土)一揆プレ企画第 2 弾  

19：00 ラボール(予定) 

   フランスＣＰＥ(初期雇用契約)撤回の 

運動についてのお話し 

11 月 12 日(日)香山リカ講演会 

終了後、四条烏丸にて宣伝 

(総評青年部) 

① ポスター   すでに各団体に届いているかとは思

いますが、足りない場合は総評事務局

までご連絡ください。（写真は炎の出陣

式をした韓国料理屋さんの店内に貼ら

してもらった時の写真です。） 
 
② フライヤー  ビらの意味。 

ワカモンはこう言います。 
       馬は、ディ－プインパクト、フライ

         ヤーもやっぱりインパクト。若者に

大反響です！ 
ライブハウスや居酒屋、喫茶店など

に置いてもらってください。 
ハガキサイズです。 


